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は
じ
め
に

本
レ
ポ
ー
ト
は
、
中
国
蘇
州
を
訪
問
し
た

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
五
日
（
水
）
か
ら
一

〇
月
一
九
日
（
日
）
に
か
け
て
実
施
し
た
日

系
・
ロ
ー
カ
ル
企
業
な
ど
へ
の
視
察
の
記
録

で
あ
る
。
こ
の
視
察
は
、
そ
も
そ
も
は
大
阪

府
中
小
企
業
家
同
友
会
が
企
画
し
た
二
〇
〇

八
年
一
〇
月
の
中
国
上
海
・
蘇
州
視
察
で
あ

る
「
日
中
経
済
交
流
研
究
会
」
の
一
環
で
あ

る
。
こ
の
視
察
に
筆
者
が
同
伴
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
大
阪
同
友
会
に
ま
ず
感
謝
の
意
を
表
明

し
た
い
。

記
録
に
あ
た
っ
て
は
、
訪
問
し
聞
き
え
た

こ
と
を
正
確
に
記
録
す
る
よ
う
で
き
る
限
り

配
慮
し
て
い
る
。
し
か
し
、
時
間
的
制
約
か

ら
、
事
実
確
認
や
追
加
資
料
の
収
集
な
ど
を

十
分
に
行
い
き
れ
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
記
述
内
容
に
は
一
部
不
備
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
際
は
ご
批
判
を
い

た
だ
き
、
後
日
何
ら
か
の
か
た
ち
で
修
正
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

蘇
州
の
概
要

蘇
州
は
、
江
蘇
省
の
中
心
的
都
市
で
あ
り
、

人
口
は
約
六
一
六
万
人
（
二
〇
〇
六
年
）
で

あ
る
。
上
海
か
ら
西
へ
八
〇
ｋ
ｍ
の
と
こ
ろ

に
位
置
す
る
。

春
秋
時
代
に
は
呉
の
都
も
置
か
れ
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
街
中
に
は
運
河
が
張
り
巡
ら

さ
れ
て
お
り
、「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」
と
も
評

さ
れ
て
い
る
。
観
光
地
も
多
く
、
市
街
地
に

あ
る
い
く
つ
か
の
庭
園
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

蘇
州
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
四
〇
二
六
・
五
億
元

（
二
〇
〇
四
年
）
と
中
国
全
土
の
な
か
で
も

中
規
模
都
市
で
は
ト
ッ
プ
の
経
済
力
を
保
持

し
て
い
る
。
こ
の
経
済
力
を
支
え
て
い
る
の

が
多
く
の
外
資
企
業
で
あ
る
。
蘇
州
市
に
は
、

蘇
州
国
家
高
新
技
術
産
業
開
発
区
（
蘇
州
高

新
区
）（
一
九
九
二
年
〜
）
を
は
じ
め
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
協
力
で
建
設
さ
れ
た
中
国
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
蘇
州
工
業
園
区
（
一
九
九
四
年

〜
）
や
呉
中
経
済
開
発
区
（
一
九
九
三
年
〜
）

な
ど
の
投
資
区
域
が
あ
り
、
多
く
の
外
資
企

業
が
立
地
し
て
い
る
。
上
の
三
つ
の
開
発
区

で
は
二
〇
〇
七
年
末
時
点
で
約
四
七
一
〇
社

の
外
資
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

日
系
企
業
は
約
六
六
〇
社
で
あ
る
。
と
く
に

蘇
州
高
新
区
と
工
業
園
区
に
日
系
企
業
が
多

く
立
地
し
て
い
る
。

http://anzenm
on.jp/page/10033585

（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
閲
覧
）

視
察
の
行
程

こ
の
た
び
の
視
察
先
は
、
大
阪
同
友
会
会

員
企
業
で
も
あ
る
日
系
中
小
企
業
二
社
、
ロ

ー
カ
ル
企
業
三
社
で
あ
る
。
ま
た
、
蘇
州
の

近
隣
に
あ
る
昆
山
市
の
開
発
区
に
お
い
て
、

台
湾
系
の
外
資
企
業
一
社
も
訪
問
し
た
。
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
か
た
ち
で
は
あ
っ
た
が
、
最

終
日
に
は
蘇
州
の
金
型
業
界
団
体
も
訪
問
し

た
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
は
、
呉
中
経
済
開

発
区
の
開
発
が
始
ま
っ
て
一
五
年
と
い
う
節

目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
交
流
を
目

的
と
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
と
合

わ
せ
た
か
た
ち
で
「
二
〇
〇
八
蘇
州
・
太
湖

経
済
貿
易
招
商
週
お
よ
び
呉
中
経
済
開
発
区

十
五
周
年
祝
典
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
も
参
加
を
し
た
。

視
察
の
行
程
は
次
の
表
の
と
お
り
で
あ

る
。
紙
面
の
都
合
な
ど
も
あ
り
、
視
察
し
た

と
こ
ろ
の
す
べ
て
を
紹
介
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
、
視
察
先
の
い
く
つ
か
を
厳
選
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

▲
t
蘇
州
の
風
景

江蘇省 蘇州 

中華人民共和国 

蘇州経済発展と中小企業 
―大阪同友会の日中経済交流研究会（蘇州視察）の記録― 

阪南大学  経営情報学部  専任講師 

関　智宏 

〈前編〉 
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蘇
州
の
日
系
中
小
企
業
①：

蘇
州
宝
富
塑
料
制
品
有
限
公
司

蘇
州
宝
富
塑
料
制
品
有
限
公
司
（
樋
爪
伸

二
董
事
長
・
総
経
理
）
は
、
東
大
阪
に
本
社

を
置
く
タ
カ
ラ
産
業
株
式
会
社
の
一
〇
〇
％

出
資
子
会
社
で
あ
る
。
主
た
る
業
務
は
、
家

電
や
建
材
向
け
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
成
形
加

工
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
一
部
開
発

を
行
っ
て
い
る
。
日
本
と
同
じ
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
日
系
企
業
が
多
く
集
ま
る
蘇
州

高
新
区
に
立
地
し
て
い
る
。
資
本
金
は
、
一

九
〇
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
あ
り
、
従
業
員
数
は
約

三
〇
〇
名
で
あ
る
。
副
総
経
理
は
、
日
本
人

と
中
国
人
の
二
名
で
あ
る
。

社
名
の
「
塑
料
制
品
」
と
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
塑
料
」

だ
け
で
は
材
料
屋
と
の
差
別
化
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
「
制
品
」
も
社
名
に
入
れ
た
。
ま

た
、「
タ
カ
ラ
＝
宝
」
で
一
字
の
み
の
登
記

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、「
富
」
を
追
記
し
、

「
タ
カ
ラ
＝
宝
富
」
と
し
た
。

設
立
は
一
九
九
四
年
八
月
で
あ
り
、
蘇
州

に
進
出
す
る
日
系
企
業
の
な
か
で
も
規
模
を

問
わ
ず
進
出
時
期
は
比
較
的
早
い
。
進
出
す

る
三
、
四
年
ほ
ど
前
か
ら
中
国
の
国
営
企
業

と
取
引
を
行
っ
て
い
た
が
、
要
求
す
る
品
質

を
な
か
な
か
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
ず
取

引
の
打
ち
切
り
も
考
え
て
い
た
。
問
題
は
、

品
質
検
査
で
あ
っ
た
。
品
質
検
査
を
独
自
で

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
蘇
州
へ
進
出

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

当
初
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
の
設
立
認
可
を

と
ろ
う
と
し
た
が
、
設
備
が
な
い
と
認
可
を

も
ら
え
ず
、
多
く
を
日
本
か
ら
持
っ
て
く
る

こ
と
で
何
と
か
認
可
を
も
ら
っ
た
。
ま
ず
国

営
企
業
の
工
場
の
一
部
を
間
借
り
し
、
操
業

を
開
始
し
た
。
そ
の
後
移
転
し
、
一
九
九
八

年
八
月
に
第
二
工
場
、
二
〇
〇
一
年
八
月
に

金
型
工
場
を
設
立
し
、
事
業
規
模
を
拡
大
し

て
い
っ
た
。
前
の
場
所
が
住
宅
地
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
二
〇

〇
七
年
九
月
に
今
の
場
所
に
移
転
し
た
。

従
業
員
数
は
約
三
〇
〇
名
の
規
模
で
一
定

に
推
移
し
て
き
た
が
、
売
上
は
年
々
増
加
し

て
い
る
。
設
立
当
初
は
八
万
元
に
し
か
す
ぎ

な
か
っ
た
が
、
直
近
で
は
一
〇
〜
一
一
億
元

の
実
績
で
あ
る
。
売
上
の
九
五
％
が
日
系
企

業
か
ら
の
受
注
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
家
電

な
ど
の
発
展
と
と
も
に
売
上
を
伸
ば
し
て
き

た
。
ま
た
、
従
業
員
数
を
増
や
さ
ず
と
も
売

上
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

生
産
の
効
率
性
を
上
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
に
金
属
を
埋
め
込
む
作
業

が
あ
る
が
、
昔
は
、
約
二
〇
名
が
手
作
業
で

行
っ
て
い
た
。
手
作
業
ゆ
え
に
、
二
〇
名
の

間
で
も
品
質
が
ば
ら
つ
い
て
し
ま
う
。
品
質

の
不
安
定
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、

金
属
を
自
動
で
埋
め
込
む
こ
と
が
で
き
る
機

械
を
社
内
で
開
発
し
た
。
手
作
業
で
や
っ
て

 
関西国際空港→浦東国際空港後、蘇州へ移動 
 
 
蘇州大喜金属制品有限公司（日系） 
蘇州楽開板金有限公司（LEKAI）（ローカル） 
蘇州日升精密模具有限公司（ローカル） 
蘇州宝富塑料制品有限公司（日系） 
 
 
昆山仕丞精密五金工業有限公司（台湾系） 
蘇州　興不銹鋼板加工有限公司（ローカル） 
 
 
呉中区投資環境見学 
蘇州・太湖経済貿易招商週 
および呉中経済開発区15周年祝典 
 
 
蘇州市模具行業協会と懇談。その後、上海へ移動 
浦東国際空港→関西国際空港 

s15日（水） 
13：15→14：45 

 

s16日（木） 
09：00～10：20 

10：45～11：15 

11：30～12：10 

12：45～15：15 

 

s17日（金） 
10：10～11：00 

13：20～13：40 

 

s18日（土） 
08：30～14：30 

14：30～18：00 

 

 

s19日（日） 
08：30～09：30 

16：55→20：00

２００８年１０月　中国視察の行程 

▲工場内を監視できるモニタを説明する樋爪伸二氏

▲工場内の様子（プラスチック成形）
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い
た
仕
事
を
機
械
化
す
る
こ
と
で
、
生
産
効

率
を
よ
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
競
合
相
手

よ
り
も
競
争
力
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
製
品
点
数
は
非
常
に
多
く
、
製
品
別

に
在
庫
を
保
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
金
型
も

同
様
で
あ
る
。
即
座
に
対
応
可
能
で
あ
る
が

無
駄
も
な
い
管
理
を
し
く
こ
と
で
対
応
し
、

競
争
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

原
材
料
は
、
ほ
と
ん
ど
が
日
本
か
ら
の
輸

入
で
あ
る
。
中
国
産
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料

は
中
身
に
不
純
物
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
、
そ
れ
へ
の
懸
念
か
ら
原
材
料
は
日
本

産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
外
注
も
多

く
活
用
し
て
い
る
が
、
信
頼
で
き
る
と
こ
ろ

の
み
に
外
注
を
行
う
。
外
注
か
ら
の
製
品
は
、

す
べ
て
品
質
部
が
そ
の
場
で
検
査
す
る
。
も

し
検
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
製

品
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
。
こ
れ
は
、
日

系
企
業
の
品
質
管
理
が
非
常
に
厳
し
い
こ
と

を
、
ロ
ー
カ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
示
す
た
め

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
安
定
し
た
品
質
水
準

を
維
持
す
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
日
系
企
業
か
ら
の
信
用
力
向
上

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

蘇
州
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
①：

蘇
州
楽
開
板
金
有
限
公
司

（
Ｌ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｉ
）

同
社
は
、
板
金
加
工
を
主
た
る
事
業
と
し

て
お
り
、
従
業
員
数
は
六
〇
名
で
あ
る
。
事

業
は
、
中
国
企
業
か
ら
の
受
注
が
メ
イ
ン
で

あ
る
。
関
連
工
場
（
企
業
）
に
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
成
形
用
金
型
を
製
造
す
る
蘇
州
楽
開
塑

膠
模
具
有
限
公
司
が
あ
る
。

工
場
内
に
は
、
ド
イ
ツ
の
ト
ル
ン
プ
社
の

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
が
二
台
（T

R
U
M
PF

と

T
R
U
M
A
T
IC
L

４
０
３
０
）
ほ
ど
、
ま
た
大

型
の
プ
レ
ス
機
な
ど
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

加
工
技
術
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
別
の
と

こ
ろ
で
溶
接
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
工
場
の

壁
に
「
７
Ｓ
」
の
概
略
を
文
面
で
掲
示
し
、

実
践
し
て
い
る
。
原
材
料
を
置
く
棚
に
、

鞍

股

有
限
公
司
（A

N
G
A
N
G
STEEL

）

の
社
名
が
あ
り
、
鉄
板
の
仕
入
先
と
考
え
ら

れ
る
。
従
業
員
の
月
給
は
一
四
〇
〇
元
で
あ

る
と
い
う
。

▲即座に対応可能であるが無駄もない在庫管理

▲工場内の様子（バリ取り、検品）

▲工場内の様子

▲トルンプ社のレーザー加工機

▲金型の保管の様子
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蘇
州
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
②：

蘇
州
日
升
精
密
模
具
有
限
公
司

同
社
は
、
金
型
と
プ
レ
ス
加
工
を
事
業
と

し
て
い
る
。
従
業
員
一
一
〇
名
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
金
型
の
従
業
員
は
六
〇
名
で
、
プ
レ

ス
加
工
は
別
の
工
場
で
行
っ
て
お
り
従
業
員

は
五
〇
名
で
あ
る
。
年
商
は
一
五
〇
〇
万
元

で
あ
る
。
創
業
時
は
、
一
ヶ
月
二
〇
万
元
の

貸
し
工
場
に
入
居
し
て
い
た
が
、
今
で
は
資

本
金
が
創
業
時
（
五
年
前
）
の
一
五
〇
倍
に

な
っ
て
い
る
。

同
社
の
取
引
先
は
、
カ
ナ
ダ
ブ
ラ
ン
ド
の

自
動
車
関
連
の
仕
事
を
一
件
だ
け
請
け
た
こ

と
が
あ
る
が
、
社
名
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う

に
、
ほ
と
ん
ど
日
系
企
業
で
あ
り
、
取
引
実

績
と
し
て
、
シ
ャ
ー
プ
、
日
立
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

な
ど
が
あ
る
。
蘇
州
大
喜
金
属
制
品
有
限
公

司
の
外
注
先
で
も
あ
る
。
中
国
の
ロ
ー
カ
ル

企
業
は
値
段
が
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
取
引

を
す
る
気
持
ち
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。

日
系
企
業
と
の
取
引
の
き
っ
か
け
は
、
紹
介

の
紹
介
で
あ
る
。
他
の
同

業
者
が
で
き
な
い
仕
事
が

ま
わ
っ
て
き
た
。（
日
系
企

業
と
の
）
商
売
に
は
、
納

期
を
き
ち
ん
と
守
る
な
ど
、
信
用
が
大
事
で

あ
る
と
い
う
。

同
社
の
経
営
者
は
三
名
で
あ
る
。
専
門
を

同
じ
と
す
る
大
学
の
同
級
生
で
あ
り
、
一
九

九
六
年
か
ら
付
き
合
い
が
あ
る
。
経
営
者
の

年
齢
は
非
常
に
若
い
。
三
名
の
役
割
分
担
は
、

一
人
が
管
理
、
一
人
が
営
業
（
以
上
二
名
は

左
上
写
真
）、
一
人
が
技
術
（
設
計
）
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
の
技
術
（
設
計
）
担
当
者
が
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
帰
国
し
た
際
に
、
金
型

が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
と
い
う
情
報
を
つ
か
ん

だ
こ
と
が
同
社
の
創
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

中
国
で
は
従
業
員
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し

い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
ロ
ー
カ

ル
企
業
で
も
例
外
で
は
な
い
。
同
社
も
従
業

員
の
定
着
や
技
能
の
蓄
積
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
従
業
員
の
月
給
は
低
く
て
一
〇
〇
〇

元
で
、
一
般
的
に
は
五
〇
〇
〇
〜
七
〇
〇
〇

元
、
高
く
て
七
〇
〇
〇
〜
八
〇
〇
〇
元
で
あ

る
と
い
う
。
技
能
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
を

つ
け
、
部
署
ご
と
で
教
育
を
行
う
。
職
能
制

を
と
っ
て
お
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
と
研
磨

で
給
料
が
違
う
体
系
に
な
っ
て
い
る
。

次
号
に
続
く

は
じ
め
て
中
国
を
訪
問
し
て
…
…

私
が
訪
中
団
に
参
加
し
た
動
機
は
、
支
部
女

性
会
員
二
名
か
ら
『
一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
』

と
誘
っ
て
い
た
だ
き
、（
け
れ
ど
自
分
が
中
国
へ

行
っ
て
ど
う
な
の
？
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
つ

つ
）
旅
行
気
分
で
参
加
を
決
め
ま
し
た
。
一
日

目
は
、
空
港
か
ら
蘇
州
に
入
り
、
二
日
目
は
日

中
経
済
交
流
研
究
会
・
中
辻
会
長
の
大
喜
金
属

と
、
中
国
進
出
二
〇
年
以
上
に
な
る
樋
爪
副
会

長
の
タ
カ
ラ
産
業
を
訪
問
し
ま
し
た
。
中
国
経

済
で
生
き
抜
く
た
め
の
人
間
性
や
社
会
性
の
日

本
と
の
違
い
を
聞
き
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の
可

能
性
が
あ
る
反
面
、

“私
に
は
中
国
で
は
生
き

抜
く
強
さ
は
無
い
”
と
早
々
と
結
論
を
出
し
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
三
日
目
、
関
先
生
・
中

野
さ
ん
・
私
の
三
人
は
中
辻
会
長
の
外
注
先
の

金
型
と
板
金
の
会
社
を
訪
問
し
、
働
く
人
の
若

さ
と
経
営
者
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
気
持
ち
の

良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
は
、
蘇

州
呉
中
・
太
湖
経
貿
交
流
会
一
五
周
年
祝
典
に

大
阪
同
友
会
訪
中
団
が
招
待
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
し
た
。
ま
ず
“貴
賓
”
と
書
か
れ
た
コ
サ
ー
ジ

ュ
を
い
た
だ
き
、
バ
ス
三
〇
台
が
、
交
差
点
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
状
態
で
太
湖
へ
、
そ
し
て
周
辺
の

呉
中
経
済
開
発
区
を
視
察
し
て
い
き
ま
す
。

“私
た
ち
は
何
者
?!
”
と
少
し
優
越
感
に
浸
る
と

と
も
に
、
地
元
の
方
の
朝
の
通
勤
に
大
迷
惑
を

か
け
て
い
る
心
苦
し
さ
が
交
錯
し
た
私
で
し
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
人
民
政
府
の
プ
レ
ゼ
ン
の

力
強
さ
に
、
大
き
く
発
展
し
て
い
く
呉
中
区
の

予
感
が
し
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の
中
国
で
心
配

な
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
中
辻
会
長
、

樋
爪
副
会
長
を
は
じ
め
参
加
者
の
皆
様
の
お
陰

で
、
昼
は
充
実
し
た
企
業
訪
問
、
夜
は
充
実
し

た
お
い
し
い
食
事
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
三
昧
の
訪
中

と
な
り
ま
し
た
。

（有）東野鉄工所

東野　英子
東大阪東支部

▼工場の様子s

▲若手経営者2名（両端）と株式会社大喜金属製作所の中辻康氏（中央）


